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【１ 成果概要】 

農作業計画・実績データをもとに、GAP の導入等に必要性の高い情報を帳票（作物別・栽培様式別・

圃場別の損益及び作業時間、栽培管理実績表、機械・施設管理記録表、資材在庫管理記録表等 6 種

40 種類）として計算・出力することができる「農業経営ナビ・帳票作成ツール」を九州大学と共同

で開発しました。 

農作業実績
データの入力

農作業の実施

出力された帳票，グラ
フ，データ等をみなが
ら，農作業・経営改善
案等を検討

「農業経営ナビ・帳票作成ツール」
による帳票の自動作成（6種40種類）

農業経営ナビ・帳票作成ツール

作業計画・管理支援システム

圃場名・栽培面積 28.4 a

収穫量

栽培計画 使用機械器具・施設等 使用資材 備　考

作業名 作業日 名　　称
清　掃
作業日

使用資材名称及び使用量

堆肥散布 4/15 トラクターA,畦塗機 4/15

肥料散布（元肥） 3/24 トラクターB,ブロードキャスター 3/24 堆肥40kg,米ぬか30kg

耕起 4/19 トラクターB,プラソイラ 4/19

荒掻 4/29 トラクターA,代掻ハロー 4/29

仕上 5/1 トラクターA,代掻ハロー 5/1

田植 5/7 田植機C 5/7 ユートピア1キロ粒剤3kg

畦畔草刈 7/3 草刈機D 7/3

刈取 9/26 自脱コンバイン 9/26

もみ 10kg

中米 250kg

くず米 30kg

平成22年  栽培管理記録表

水稲 減減ひとめぼれ

南-1

玄米 1380kg

損益計算書（圃場別）
合計

水稲                                    大豆                                    
減減ひとめぼれ                          ナンブシロメ

東-1 東-2 東-3 北-1 北-2 北-3

面積(a) 20 30 40 20 30 20

売上売上高 242,700 364,050 485,400 32,513 48,250 37,420
農産物販売 242,700 364,050 485,400 32,513 48,250 37,420
作業受託収益

売上売上原価 163,473 245,209 326,945 55,774 77,662 57,774
材料 材料費 53,847 80,770 107,693 23,174 34,762 23,174

種苗 4,486 6,729 8,971 4,667 7,001 4,667
肥料 11,560 17,341 23,121 7,505 11,258 7,505
農薬 20,313 30,469 40,626 6,255 9,382 6,255
光熱動力 7,430 11,145 14,859 4,311 6,466 4,311
諸材料 6,604 9,907 13,209 436 655 436
小農具 3,453 5,180 6,907 0 0 0

労務 労務費 33,000 49,500 66,000 12,600 18,900 12,600
圃場作業 33,000 49,500 66,000 12,600 18,900 12,600

経費 経費 76,626 114,939 153,252 20,000 24,000 22,000
支払地代 20,000 30,000 40,000 20,000 24,000 22,000
減価償却費 56,626 84,939 113,252 0 0 0

販売販売費・一般管理費 1,252 2,504 3,756 1,386 2,583 1,374
営業損益 営業損益 77,975 116,337 154,699 -24,647 -31,995 -21,728

営業営業外収益 1,527 1,527 1,527 80,000 120,000 80,000

営業営業外費用 0 0 0 2,600 39,000 2,600
経常損益 経常損益 79,502 117,864 156,226 52,753 49,005 55,672

1,210,333

区分 合計

160
1,210,333

78,289

48,522
31,247
15,541

113,300

0
926,837
323,420
36,521

511,022

270,641
284,581
44,200

192,600

156,000

192,600
410,817

254,817
12,855

帳票出力例

農作業データの入力には，圃場地
図を使って，PC上から視覚的に農

作業の計画・実績等のデータ入力・
管理ができる「作業計画・管理支援
システム」（農研機構近畿中国四

国農業研究センター 吉田智一
氏開発）を利用します．

 
 
【２ 効果】 

１ GAP導入、特別栽培農産物、有機JAS認証取得等に必要な書類作成の負担が大幅に軽減されます。 

２ 出力結果に基づく農作業管理、農作業・経営改善等に活用できます。 

【３ 留意事項】 

１ 本システム及び操作マニュアル等は、研究プロジェクトホームページ（http://www.agr.kyushu-u 

.ac.jp/keiei/GAP/）等から、無料でダウンロードできます。 

２  本システムの利用には、「作業計画・管理支援システム(PMS)」及び Microsoft Excel(Ver.2007

以降)が必要です。PMS は、開発元である近畿中国四国農業研究センターのサポートサイト

（http://www.aginfo.jp/PMS/）から、無料でダウンロードできます。 

【４ 適応対象】 
企業的農業経営、農業生産法人等 
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生産工程管理のための農業経営ナビ・帳票作成ツール 


